
　正弦定理により　　１

　よって　　 ･

　 から　　 　

　ゆえに　　 ア

　

　よって，正弦定理により　

　ゆえに　　 ･
イ

　また，正弦定理により　

　よって　　 ウ

　余弦定理により２

　　　 ･ ･

　　　　　 ･ ･ ･

　 であるから　　 ア

　余弦定理により

　　　 ･

　よって　　

　すなわち　

　 であるから　　 イ

　余弦定理により

　　　　　　
･･

　よって　　 ウ

　同様に　　
･･

　よって　　 エ

　また　　　 オ

余弦定理により３

　　　 ･

よって　　　

すなわち　　

であるから　　 ア ，イ

　 のとき　　

　△ は の二等辺三角形であるから

　　　　　　 エ

　よって　　

　　　　　　　 ウ

　 のとき

　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

　よって，△ は オ ， カ ， の直角三角形である。
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余弦定理により４

　　　　　 ･ ･

　　　　　　　 ･ ･ ･

であるから　　 ア

であるから

　　　　　

　　　　　　　　　　
イウ

エ

△ の外接円の半径を とすると，正弦定理により

　　　　　

よって　　
オ カキ

クケ

　 が鋭角であるための必要十分条件は　　 　
ア

５

　△ において， が最大の角であるとき，次が成り立つ。

　　　鋭角三角形 が鋭角

　　　直角三角形 が直角

　　　鈍角三角形 が鈍角

　 　 であるから　　鈍角三角形

　 　 であるから　　直角三角形

　 　 であるから　　鋭角三角形

　 　 であるから　　鋭角三角形

　 　 であり， であるから　　直角三角形

　 　 であり， であるから　　鈍角三角形

　 　 ， ，

　　よって， であり， であるから

　　　　　　　　 鈍角三角形

　 ～ のうち，鋭角三角形は　　イ 個，

　　　　　　　　　鈍角三角形は　　ウ 個
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